
課題⑨ ファンド活用 – CREST等の例

■ JST戦略的創造研究推進事業について

1第３回 文部科学省戦略的基礎研究部会（平成２７年６月８日）
参考資料4より抜粋。
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2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

革新的反応 2018

微小エネルギー 2015

キャリア 2013

細胞内ダイナミクス 2020

多細胞 2019

ゲノム合成 2018

細胞外微粒子 2017

オプトバイオ 2016

植物頑健性 2015

1細胞 2014

自在配列システム 2020

情報担体 2020

革新光 2019

ナノ力学 2019

トポロジー 2018

革新材料開発 2017

熱制御情報計測 2017

量子技術 2016

革新的触媒 2016

次世代フォトニクス 2015

二次元 2014

ナノエレクトロニクス 2013

超空間 2013

信頼されるAIシステム 2020

数理的情報活用基盤 2019

コンピューティング基盤 2018

共生インタラクション 2017

人工知能 2016

知的情報処理 2014

数理モデリング 2014

ビッグデータ応用 2013

ビッグデータ基盤 2013

EMS 2012

略称
採択年

グリーンイノベーション

ライフイノベーション

ナノテクノロジー・材料

情報通信技術

AIP

AIP

AIP

AIP

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

反応制御 2018

微小エネルギー 2015

植物分子 2020

高次構造体 2020

多細胞 2019

ゲノム合成 2018

微粒子 2017

量子生体 2017

光操作 2016

フィールド植物制御 2015

自由配列 2020

情報担体 2020

量子情報処理 2019

革新光 2019

ナノ力学 2019

トポロジー 2018

熱制御 2017

情報計測 2016

量子機能 2016

革新的触媒 2015

光極限 2015

信頼されるAI 2020

IoT 2019

数理構造活用 2019

革新的コンピューティング 2018

人とインタラクション 2017

社会デザイン 2016

情報協働栽培 2015

マテリアルズインフォ 2015

社会情報基盤 2014

ナノテクノロジー・材料

情報通信技術

略称

グリーンイノベーション

ライフイノベーション

AIP

AIP

AIP

AIP

AIP

■ 戦略目標と研究領域

研究領域研究領域
活動期間（年度） 活動期間（年度）

2※ JST CREST、さきがけホームページの情報より事務局作成。
戦略目標名は事務局にて仮に略称にしたもの。

2019年度(IoT)

2019年度(数理科学と情報科学)

2015年度(革新的触媒) 等

2014年度(知的情報処理) 等

2020年度(信頼されるAI)

2019年度(数理科学と情報科学)

2018年度(革新的コンピューティング)

2016年度（人工知能）

2014年度(数学的モデル)

2013年度(ビッグデータ利活用)

2014年度(知的情報処理)

2017年度(インタラクション)

2012年度(エネルギーシステム)

文部科学省文部科学省 JST

戦略目標 CREST 研究領域 さきがけ 研究領域

JST

2020年度(信頼されるAI)

2018年度(革新的コンピューティング)

2017年度(インタラクション)

2016年度（人工知能）

2014年度(数学的モデル) 等

戦略目標

課題⑨ ファンド活用 – CREST等の例



■ 文部科学省が定める戦略目標の例
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戦略目標

・ 自由配列と機能

・ 情報担体と新デバイス

・ 信頼されるAI

・ 革新的植物分子デザイン

・ 細胞内構成員氏の動態と機能

研究領域 ： 信頼されるAIシステム

■ 戦略目標と達成目標（2020年度）

研究領域 ： 信頼されるAI

（1） 一次元～三次元配列や順序を制御する技術の開発と体系化
（2） 配列構造の解析・計測技術の開発
（3） ナノスケール配列により生み出される物性・機能を活かした材料の創製

（1） 多様な情報担体の探索及びその特性と機能に関する学理の構築
（2） 情報担体の制御手法確立と革新的デバイス動作原理の創出
（3） 革新的デバイスの創出

（1） 現在のAI技術の限界を克服する新技術の創出
（2） AIシステムの信頼性・安全性を確保する技術の創出
（3） データの信頼性確保及び意思決定・合意形成支援技術の創出

（1） 有用植物分子の発掘と生合成メカニズムの解明
（2） 植物分子デザインに資する基盤技術の開発
（3） 植物分子デザインの多様な植物への応用に向けた研究開発

（1） 細胞内高次複合体の時空間的及び定量的理解のための計測・解
析基盤技術の開発
（2） 非平衡・複雑系の細胞内環境に共通する原理の解明
（3） 細胞内高次複合体の状態を操作・制御する基盤技術の開発
（4） 細胞内高次複合体の相互作用や構造－機能相関の理解

達成目標

（さきがけ）

（CREST）

※ 青背景は「情報通信技術」であるものを事務局にて強調。
赤字はセキュリティに関連するものを事務局にて強調。
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・ ナノスケール動的挙動の理解に基づく力
学特性発現機構の解明

・ 最先端光科学技術を駆使した革新的基
盤技術の創成

・ 量子コンピューティング基盤の創出

・ 数理科学と情報科学の連携・融合による
情報活用基盤の創出と社会への展開

・ 次世代IoTの戦略的活用を支える基盤技術

・ 多細胞間での時空間的な相互作用の理
解を目指した技術・解析基盤の創出

研究領域 ： 数理的情報活用基盤

研究領域 ： IoT

研究領域 ： 数理構造活用

（1）力学特性の支配因子と作用機構の解明
（2）動的ナノスケール評価技術の確立
（3）新たな力学機能につながる材料設計指針の確立

（1）光特性を活かした物質・材料の操作・制御・機能創出
（2）光特性を活かした生命の観察・治療技術の創出
（3）情報処理の光への利用/光の情報処理への利用
（4）光要素技術の開発

（1）数学・数理科学と情報科学の連携・融合による、数学の発想を取り入
れた革新的な情報活用手法の創出に資する理論及び技術の構築
（2）様々な分野や産業界における情報の活用を加速・高度化する次世代
アプリケーション基盤技術の創出

（1）IoT機器から得られる多種大量のデータを、リアルタイムに分散多段
処理する基盤構築のための要素技術の開発
（2）IoT機器に対するAI等による高度化した攻撃への対処や機密情報
の保護等、IoTセキュリティのための要素技術の開発

（1）多様な計測手段を介した生命システムの定量的理解
（2）時空間情報を含む細胞間及び分子間ネットワーク解析技術の開発
（3）細胞集団の特性や動態を予測・操作する技術と理論の創出

（1）量子計算アルゴリズムの開発・実装・実証
（2）量子ソフトウェアの研究開発
（3）量子情報処理システムのアーキテクチャ研究開発

（さきがけ）

（CREST）

（さきがけ）

戦略目標 達成目標

■ 戦略目標と達成目標（2019年度）

※ 青背景は「情報通信技術」であるものを事務局にて強調。
赤字はセキュリティに関連するものを事務局にて強調。
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■ 研究領域・課題例（さきがけ 「IoTが拓く未来」）

令和元年度採択課題
・超高速IoTビッグデータ解析のための分散アルゴリズム基盤

・ワイヤレスセンシングによるSustainable IoT基盤開発

・IoTワイヤレスネットワークセキュリティ

・Web/IoT横断的プライバシ保護データ解析基盤

・ハイパーモーダル時空間データの超スパース表現

・大規模で不完全なセンサデータに対する高速な最近傍探索

・生体情報操作を活用したウェアラブルセンシング基盤の拡張

・IoT機器の実行環境の隔離を実現するIoT基盤ソフトウェアの構築

・データ品質に基づいたIoTデータの経済流通プラットフォームの構築

・電磁材料に基づく同一周波数上での新規分散処理技術の開拓

IoTが拓く未来
（２０１９年度から開始）

令和元年度採択課題
（計１０課題、３年にわたって採択
されるのが通例）

２０１９年度 戦略目標
「次世代IoTの戦略的活用を支える基盤技術」

JST さきがけホームページの情報より事務局作成。

研究領域
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